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　次回は－
　「中国・アジア　ダイジェスト」
面の次回は 日 月 に掲載します

ＴＥＬＯＰ

スクーター「シグナス・レイ」

ＣＨＩＮＡ

垂直多関節ロボ（嘉興瑞宏精密機械）

三菱ふそうのインドネシア小
型トラック「キャンター」
（累計生産 万台達成時）

ＲＣＥＰ　交渉分野
１ 物品貿易
２ サービス貿易
３ 投　資
４ 経済・技術協力
５ 知財財産
６ 競　争
７ 紛争解決
８ その他

ＡＳＩＡ

　

■マレーシアに電動工具販社
マキタ（１日７面）

　

■ミャンマーで工業団地開発を調査
三菱商事・丸紅・住商（２日 面）

　

■印ベンガルールに営業拠点
みずほコーポ銀（２日 面）

　

■インドネシア銀行と提携
ＪＣＢ（８日 面）

　

■日伝、ジャカルタに事務所
営業支援の拠点（９日６面）

　

■東洋ゴム、マレーシア工場完成
年産 万本（ 日５面）

　

●　ひと　●●●●●●●●●●●●●●●●
　

　ベトナムはビール好き
　「中国リスクを回避す
るため、ベトナムに進出
する日系企業が増えてい
る。ビジネスチャンス
だ」とサッポロインター

ナショナル取締役の岩田義浩さん。ベト
ナム国民はビール好き。消費量がタイや
インドネシアに比べて多い。「日系と現
地需要の双方に期待」。（ 日 ９面）

　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　
　台湾に勝機

　「台湾向け微細プレス
加工には勝機がある」と
微細加工研究所業務執行
社員の伊藤国吉さん。金
型販売も受託プレス加工

も国内よりいい値段が付くとか。「抜く
・曲げるは台湾企業もできるが、鍛造や
絞りといった３次元の加工は腕の良い会
社が少ない」と分析。 （２日 面）

　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　
　先見の明

　「娘にはベトナム語を
勉強するように言い聞か
せてきた」とトプコン元
執行役員の高橋潔さん。
ベトナムが大きな役割を

担い、現地語の使い手が重宝されると先
読み。「娘は外語大でベトナム語を専攻
し、就職した大手重工会社で語学力を生
かしている」と笑み。 （９日 ７面）

□４月 日（月）　□
　

■エキサイト、交換ポイント現法
インドネシア

　

　エキサイトは、インドネシアの財閥・
シナルマス・グループと合弁で現地法人
を６月にジャカルタ市に設立する。スマ
ホ普及で増加する交換ポイント事業の体
制を強化。 （７面）
　

■ナガト、タイに生産拠点
自動車部品、高周波焼き入れ

　

　ナガトは、タイに全額出資の現地法人
「ナガト熱処理タイランド」を設立、６
月中旬から自動車部品の高周波焼き入れ
などを操業する。ユーザーのタイ現地で
の熱処理ニーズに対応する。 （８面）
　

□４月 日（火）　□
　

■ミャンマー知財庁、設置を支援
特許庁／調査団受け入れ

　

　特許庁は、ミャンマーが早期創設を目
指す知的財産庁の立ち上げ支援を始め
る。２月に合意した協力事項のうち知財
制度運用などの訪問調査団６人を、５月
下旬受け入れで最終調整する。（２面）
　

■三菱ふそう、ミャンマー進出
トラック・バス／ 台

　

　三菱ふそうトラック・バスは、ミャン
マーに参入する。日本で生産したトラッ
クやバスの完成車を現地の販売代理店を
通して７月から販売する。年内に 台
以上の販売を見込む。 （４面）
　

■韓国に研究開発施設
アルプス電気／車載・民生モジュール

　

　アルプス電気は、韓国に新しい研究開
発施設を開設した。現地法人の拠点があ
る光州広域市。車載や次世代民生向けモ
ジュールの製品開発に力を入れる。延べ
床面積は１万平方 。 （６面）
　

■蝶理、ＡＳＥＡＮ生産４割
衣料品／ＯＥＭ・素材調達

　

　蝶理は、ＡＳＥＡＮで衣料品のＯＥＭ
事業体制を強化する。７月までにミャン
マーとカンボジアに駐在員事務所を設
け、素材調達先や生産委託先を開拓。Ａ
ＳＥＡＮ生産を４割に高める。（９面）
　

□５月１日（水）　□
　

■ベトナムで電動オイルポンプ
日本電産トーソクが量産

　

　日本電産トーソクは、ベトナムで電動
オイルポンプの量産を始める。アイドリ
ングストップでエンジンの停止中にトラ
ンスミッションにオイルを供給。日系向
けコントロールバルブ量産も。（５面）
　

■パナソニック、インド３倍
印向け商品／現地企業とコラボ

　

　パナソニックは、 年度にインド事

業の売上高を約３倍の約 億円に高め
る。一般消費者向けはインド向け商品を
開発。ＢツーＢは現地企業との協業を推
進。新規事業を創出する。 （８面）
　

■トラック－シェア争い激化
インドネシア・タイ

　

　東南アジアのトラック事業の競争が激
化。特に市場が急拡大しているインドネ
シアとタイでシェア争い。両市場を単に
収益だけでなく、グローバル戦略上の重
要な拠点と位置づけている。 （５面）

　

□５月２日（木）　□
　

■ＡＳＥＡＮとの金融協力を拡大
アジア開発銀行総会

　

　アジア開発銀行の年次総会などの国際
会議が、２－５日、インドのニューデリ
ー郊外で開かれる。ＡＳＥＡＮ加盟国が
初めての財務相・中央銀行総裁会議を開
催。金融協力の拡大を目指す。（２面）
　

■低価格小型車－インド巻き返し
トヨタ・日産・ホンダ

　

　トヨタ自動車、日産自動車、ホンダの
日系自動車大手３社が低価格な新興国戦
略小型車でインド市場に攻勢をかけよう
としている。これからの小型車戦略が本
当の勝負。 （５面）
　

■工作機械－東南ア・南米攻略
ヤマザキマザック／オークマ

　

　工作機械メーカー大手のヤマザキマザ
ック、オークマが国際分業体制を強化。
販売拠点の増加にも積極的で、東南アジ
アや南米などの成長市場の攻略に躍起。
海外需要の取り込みに攻勢。 （７面）
　

■今井航空機器、ＬＥＤ照明参入
マレーシア社製／月 台

　

　今井航空機器工業は、ＬＥＤ照明事業
に参入した。マレーシアの照明器具メー
カーであるエランコムと日本国内での販
売代理契約を結んだ。月間 台の販売
を目指す。 （ 面）
　

□５月３日（金）　□
　

■インドネシアにシート組立工場
テイ・エステック／一貫体制

　

　テイ・エステックは、インドネシア４
輪車用シート用トリムカバーの縫製専用
工場の敷地内に、４輪車用シートの組立
工場を建設する。 年１月稼働。縫製
から組み立てまで一貫体制。 （５面）
　

■スクーターが印デザイン賞
ヤマハ発／若い女性向け

　

　ヤマハ発動機は、インドで生産販売す
るスクーター「シグナス・レイ」が、
「インディアデザインマーク」を受賞。
２年連続。若い女性向けのスタイリッシ
ュなデザインが評価された。 （５面）
　

■オーム電機、タイ現調 ％
オイルミスト回収機の部品

　

　オーム電機は、タイで生産するオイル
ミスト回収機の部品の現地調達を、
年度内をめどに 増の ％に高める。
主に日本や中国から輸入している部品を
現地調達に切り替える。 （６面）
　

□５月６日（月）　□
　

■２輪車大国－インド攻略急加速
ホンダ・ヤマハ発・スズキ

　

　２輪車大国・インド。 年には、約
万台と中国を超えて世界１位。２輪

車世界大手のホンダやヤマハ発動機、ス
ズキはインドでの事業体制整備を急ピッ
チで進めている。 （５面）
　

■東芝、ミャンマーに支店
社会インフラ事業情報収集

　

　東芝は、ミャンマーのヤンゴン市に支
店を開設する。５月から２人が常駐し、
主に電力設備や昇降機、医療機器など社
会インフラ事業における市場調査、情報
収集のために活動する。 （６面）
　

■コクヨ、インド生産を機械化
ペン・インクなど一部ライン

　

　コクヨは、製造時間の短縮と品質向上
を狙いに、インドの文具生産子会社であ
るコクヨカムリンの製造工程を見直す。
年に手作業中心のペンやインクなど

の一部ラインを機械化。 （９面）
　

□５月８日（水）　□
　

■シンガポール物流大手を買収
ＳＧホールディングス

　

　ＳＧホールディングスは、シンガポー
ル物流大手アメロイド・ロジスティクス
を買収する。買収金額は約 億円。海
上、航空輸送のハブ・シンガポールの大
手買収で事業基盤を強化。 （３面）
　

■アジア・アフリカ仕様投入
三菱ふそう／ダイムラーと開発

　

　三菱ふそうトラック・バスは、アジア
・アフリカ地域向けの戦略車を月内投入
する。独ダイムラーのインド生産子会社
・ダイムラーインディア・コマーシャル
ビークルズが共同開発する。 （５面）

　

■東アジア経済連携　「ＲＣＥＰ」
億人市場で貿易自由化

　

　東アジア地域包括的経済連携（ＲＣＥ
Ｐ）がブルネイで第１回交渉会合。高レ
ベルの関税引き下げなどを目指す巨大自
由貿易圏構想の経済効果はＴＰＰを上回
る規模だ。 （深層断面 面）
　

■サンワテクノス、ベトナム拠点
電子部品／日系現地工場に供給

　

　サンワテクノスは、ベトナムに駐在員
事務所を９月までに設置する。日本や中
国・華南地区から調達した電子部品を産
業機器や自動車、医療関連など日系企業
の現地工場に供給する。 （ 面）
　

■タイのエビ製品加工会社と協業
丸紅／日米欧に販売

　

　丸紅は、タイのエビ製品加工会社シー
フレッシュ・インダストリー・パブリッ
ク・カンパニーと資本提携を前提に、エ
ビ加工製品の販売で合意。丸紅が自社の
流通網を通じ日米欧に販売。 （ 面）
　

■長崎県、ソウルに事務所
観光客誘客／県内企業の進出支援

　

　長崎県は、韓国ソウル特別市内に「ソ
ウル事務所」を開設した。交流が盛んな
韓国との関係強化が目的。多くの観光客
誘客や県産品の販路拡大、県内企業の進
出支援を行う。 （ 面）
　

□５月９日（木）　□
　

■インドネシアの銀行に出資
リテール強化／三井住友銀行

　

　三井住友銀行は、インドネシアの銀行
「バンク・タブンガン・ペンシウナン・
ナショナル」の株式を取得する。取得額
は 億円。リテールに強いＢＴＰＮに
出資、アジアでの業務多様化。（３面）
　

■スズキ、印販売３％減
４月９万 台

　

　スズキの４月インド新車販売（輸出を
含む は、前年同月比 ％減の９万
台だった。小型車の販売は増えたが、ミ
ニバンや輸出が減少。インド国内の販売
は同 ％増の９万 台。 （５面）
　

■ジャカルタに駐在員事務所
ポリプラスチックス／車のエンプラ

　

　ポリプラスチックスは、インドネシア
ジャカルタに駐在員事務所を設置する
技術サポートを充実。２輪・４輪車産業
の成長が続き主力のエンジニアリングプ
ラスチックの需要が拡大。 （ 面）

　

■東和薬品、世界基準に対応
後発薬品質管理／アジア照準

　

　東和薬品は、各国の医薬品製造・品質
管理基準クリアするため工場整備に着
手。後発薬を世界展開。日米欧３極の基
準に山形工場で対応。大阪・岡山でも基
準に対応する。アジアに照準。（ 面）
　

□５月 日（金）　□
　

■日本公庫、 社に融資
小規模事業者／アジア照準

　

　日本政策金融公庫が、 年度の中小
企業の海外事業に伴う融資のうち、小規
模事業者利用が前年度５社から 社に
融資先の約半分にまで拡大。アジアの成
長力を取り込む動きが加速。 （１面）
　

■日本金銭機械、フィリピン工場
カジノ用識別機／欧米好調

　

　日本金銭機械は、フィリピンに工場を
３年以内をめどに新設する。長浜工場と
広島工場のほか、中国・深 に委託工場
を持つ。カジノ用の紙幣識別機などの北
米向けが好調で欧州も堅調。 （３面）
　

■ホンダ、販売店３割増
中型都市にも出店／ 店体制

　

　ホンダは、 年までにインドの販売
店を３割増やし 店以上に拡大する。
主要都市中心から中型都市にも出店。年
間販売を４倍超の 万台に。低価格小型
車の投入で顧客層に広がり。 （５面）
　

■韓国ＫＪプレテック資本提携
ミネベア／バックライト・金型

　

　ミネベアは、液晶用バックライト事業
の拡大と競争力強化を図るため、韓国の
ＫＪプレテックと業務・資本提携する。
ＫＪＰは広東省に工場を持ち、液晶用バ
ックライトや金型を製造。 （６面）
　

■ニッケ、タイでＦＡ機器生産
日系電機メーカー向け

　

　ニッケは、タイでＦＡ機器事業を６月
に始める。アマタナコン工業団地に賃貸
工場を借り、ＦＡ機器を現地生産する。
日系電機メーカー向け。自動車関連や電
子部品の生産拡大を追い風。 （７面）
　

■韓国製エンドミル輸入販売
曙産業／高品質・３割安く

　

　曙産業は、韓国製エンドミルの輸入販
売を本格化する。京都府などで販売先の
評価が得られたと判断し代理店を通じ全
国展開を決めた。国産品と同水準の品質
で価格は２、３割以上安く。 （７面）
　

■ベトナムに包装資材工場
ジャパン・プラス／年 万個

　

　ジャパン・プラスは、ベトナムのホー
チミン市にブリスターパックと呼ばれる
化粧品や雑貨の樹脂包装資材工場を設
置 月内に稼働 年産能力は約 万個。
５年後に生産能力を３倍に。 （ 面）
　

■商船三井が２新航路
シンガポール インド洋諸島・アフリカ
　

　商船三井は、シンガポールとインド洋
諸島を結ぶ新航路とシンガポールとモザ
ンビーク間を６月７日開設。アジアのハ
ブ港となっているシンガポールとインド

洋諸島、アフリカを週１便。 （ 面）
　

■ヒキフネ、メッキ工場を操業
タイ／日系の現地調達増

　

　ヒキフネは、タイのアマタナコン工業
団地に新設した ％出資のメッキ事業
子会社を６月に操業する。日系メーカー
の現地調達増に対応するとともに、震災
などのリスク分散。 （ 面）
　

■広島銀行、シンガポール事務所
ＡＳＥＡＮ全域カバー

　

　広島銀行は、シンガポールに駐在員事
務所を７月８日に開設する。ＡＳＥＡＮ
全域をカバー。企業の進出意欲の高まり
に対応、最新で有意義な情報を提供。上
海、バンコクに次ぐ３カ所目。（ 面）

ＴＥＬＯＰ

□４月 日（月）　□
　

■オークマ、海外調達 ％
工作機械部品／中国・台湾開拓

　

　オークマは、工作機械を構成する部品
の海外調達を拡大する。 年度の期中
平均で ％未満にとどまる海外比率を、

年度は ％に引き上げる。中国や台
湾などを念頭に調達先を開拓。（１面）
　

■シロキ工業、サテライト工場
鄭州市／タイは第２工場

　

　シロキ工業は、中国とタイにそれぞれ
生産拠点を新設する。中国では河南省鄭
州市に最終製造工程のみを行うサテライ
ト拠点を設け、 年 月に稼働。タイ
は第２工場を設置。 （５面）
　

■東洋機械金属、中国で大型機
射出成形機／ ― クラス生産

　

　東洋機械金属は、中国で型締め力
― クラスの大型射出成形機の現地
生産に乗り出す。 年３月をめどに現
地法人である東洋機械金属常熟 江蘇省
の工場を拡張して対応する。 （６面）
　

□５月１日（水）　□
　

■山洋電気、中国で倍増
サーボモーター

　

　山洋電気は、 年度に中国でのサー
ボモーター類の製販を２倍の 億円に引
き上げる。大手ＥＭＳによるロボット・
製造機械の内製化や日本のロボメーカー
の中国生産開始で需要急増。 （７面）
　

■住商、砂糖製販で合弁
安全・高品質の需要増加

　

　住友商事は、香港の砂糖販売・タイク
ーシュガーと韓国の製糖会社・ＴＳコー
ポレーションとの３社で広東省に砂糖製
造販売の合弁会社の設立で合意。安全・
高品質な砂糖の需要が増加。 （ 面）
　

□５月２日（木）　□
　

■点火プラグで中国専用モデル
日本特殊陶業／貴金属の使用減

　

　日本特殊陶業は、補修用自動車エンジ

ン点火プラグの中国専用モデルを投入す
る。現地の普及価格帯の乗用車向けを想
定。貴金属の使用量を減らして製造コス
トを下げた。 （１面）
　

■人民元高で輸出企業が苦戦
４月／製造業景況指数が低下

　

　中国の４月の製造業購買担当者景況指
数 ＰＭＩ は、前月比 低下の
となった。前月は上昇に転じていたが、
再び低下した。人民元高を背景に、輸出
企業が苦戦。 （時事 ２面）
　

■製本機、中国に高機能モデル
太陽精機／日米欧と同種

　

　太陽精機は、中国市場に先進国と同仕
様の製本機を投入する。これまでは機能
を絞った低価格モデルを販売。人手不足
が深刻で、自動化された日米欧と同じ機
種に切り替える。 （６面）
　

■立型水冷ディーゼル、中国生産
ヤンマー／年６万台

　

　ヤンマーは、中国の現地法人で建設機
械やフォークリフトに搭載する産業用立
型水冷ディーゼルエンジンの生産を８月
始める。 年に年産６万台の能力に。
小型建設機械の需要が拡大。 （６面）
　

■良品計画の中国ＥＣサイト構築
ＮＴＴデータ

　

　ＮＴＴデータは、良品計画の中国向け

電子商取引（ＥＣ）サイトのシステムを
構築した。ＥＣアプリケーション基盤
「ダイレクトチャネルプラットフォー
ム」を活用。 （９面）
　

□５月６日（月）　□
　

■日中韓・環境相会合が開会
ＰＭ 対策など討議

　

　日中韓３カ国環境相会合が、北九州市
で開会。中国で深刻な大気汚染の原因・
微小粒子状物質ＰＭ 対策などを話し
合う。秋野公造環境政務官は国境を越え
た協力を呼び掛けた。 （２面）
　

■総合化学「医療関連」拡大
主力の石化、中国が攻勢

　

　総合化学が、医療関連事業への投資を
相次ぎ打ち出した。主力の石油化学は中
国の生産増強に伴う供給過多で市況が軟
化し、採算が悪化。医療事業は世界の高
齢化で需要増が見込める。 （７面）
　

■エーザイ、蘇州に新工場
アンプル剤／年 万本

　

　エーザイは、蘇州市に注射剤工場を新
設する。生産能力は年間 万本。総工
費は十数億円。抹消性神経障害治療剤の
アンプル剤を生産。原薬の調合、充填、
包装まで一貫。 （７面）
　

□５月８日（水）　□
　

■日産、中国プラス転換
４月 ％増／ 万 台

　

　日産自動車は、４月の中国での新車販
売が前年同月比 ％増の 万 台と
なった。日本車不買が生じて以降、春節
の連休で稼働日が多かった１月を除いて
初のプラス転換になった。 （５面）
　

■三菱重、バラスト水処理で協業
中船澄西新栄船舶に図面・指導員

　

　三菱重工業は、中国の中船澄西新栄船
舶と就航船舶に搭載するバラスト水処理
装置の設置改造事業で協業する。三菱重
工が設置改造に必要な図面を供与するほ
か、指導員を派遣する。 （７面）
　

■中国・産ロボの実力は？
現地需要は外資系

　

　中国では、年 ％以上の人件費上昇で
自動化・ロボット化が急速に進む。現地
で使われているのは、ファナックや安川
電機、独ＫＵＫＡロボター、スイスＡＢ
Ｂなど外資系ばかりだ。 （９面）
　

■コーセー、中印欧を拡大
中間層テコ入れ／海外 ％に

　

　コーセーは、海外事業を加速する。進
出している中国は中間層向け販売戦略を
テコ入れする。インドや欧州などの新規
市場に積極的な投資を行う。海外売上高
％を目指す。 （ 面）

　

□５月９日（木）　□
　

■中国４月、輸出入とも増加
貿易収支、 億 万 黒字

　

　中国の４月の貿易統計は、輸出が前年
同月比 ％増の 億 万 、輸入

は同 ％増の 億 となった。貿易
収支は 億 万 の黒字。中国税関
総署まとめ。 （時事 ２面）
　

■春秋航空、日本の国内線に参入
中国の観光客の利便性高める

　

　中国のＬＣＣ・春秋航空は、日本の国
内線に参入する。現在、日本路線として
上海から茨城、佐賀、高松に３路線を就
航。国内線就航で中国からの観光客の利
便性を高める。 （３面）
　

■リクルート、香港の大手買収
９カ国 都市体制

　

　リクルートＨＤは、香港の人材大手ボ
ーレ・アソシエイトを買収した。 年
に同社に ％出資。今回、 ％取得
した。タイ・バンコク市などを加え９カ
国 都市の拠点体制を構築。 （３面）
　

■ＴＨＫ、中国 ％増 億円
吉林省などに拠点新設

　

　ＴＨＫは、 年の中国売上高を ％
増となる 億円 約 億元 に引き上げ
る。吉林省、安徽省、福建省、寧夏省に
新たな販売拠点を設置する計画。ロボッ
ト向けに直動案内機器を拡販。（６面）
　

□５月 日（金）　□
　

■三一重機との提携拡大
三菱ふそう／エンジン供給

　

　三菱ふそうトラック・バスは、中国の
油圧ショベルメーカー、三一重機との提
携関係を拡大で合意した。油圧ショベル
用エンジンの供給を増やすほか、商品の
共同開発なども進める。 （５面）
　

■丸順、プレス部品３割増産
ホンダ・フィアット・北京汽車増加

　

　丸順は、広州市のプレス部品工場の生
産能力を 年４月をめどに３割増強す
る。投資額は 億円。ホンダなど日系３
社からの受注増、フィアットや北京汽車
などの受注拡大に対応する。 （５面）
　

■旋盤、日中で増産
高松機械／７割増・月産 台

　

　高松機械工業は、日本と中国で生産体
制を強化する。中国では杭州市内で移転
拡張した工場を６月に稼働、ＣＮＣ旋盤
の月産台数を 年３月をめどに、従来
比約７割増の 台に増やす。 （７面）
　

■たばこフィルター材料増産
ダイセル／年４万

　

　ダイセルは、たばこフィルター材料の
アセテート・トウを 年度をめどに中
国で増産する。生産能力の２倍に当たる
年４万 に引き上げる計画。中国の
たばこ専売公社に販売する。 （ 面）
　

■皮革用化学品製造プラント稼働
独ランクセス／年産能力５万

　

　独ランクセスは、常州国家高新技術産
業開発区に新設した皮革用化学品製造プ
ラントが稼働。主な需要先は自動車で
革なめし 染色、表面処理用途。年産能
力５万 。投資額は約 億円。（ 面）

　

■仏フォルシア、内装合弁
長安汽車集団と折半出資（ 日５面）

　

■華南強化へ広州に販売拠点
荒川化学／電子材料（１日 面）

　

■香港に技術サポート拠点
独ランクセス／エンプラ（１日 面）

　

■青島ビール合弁など事業開始
サントリー（１日 面）

　

■ファシリティマネジメント拡大
イオンディライト（６日９面）

　

■三井住友カード、上海に現法
中国進出支援でコンサル（ 日 面）

　

●　ひと　●●●●●●●●●●●●●●●●
　

　現地に溶け込む
　「中国の会社として、
環境への取り組みと社会
的責任を果たす」と宣言
するのは、独フォルクス
ワーゲン会長のマルティ

ン・ヴィンターコルンさん。「製品の安
全性を最優先し、品質も上げて安心と信
頼を勝ち得たい」。現地に溶け込み、歩
みを進める。 （ 日 ５面）

　　 ２０１３年 平成２５年 ５月１３日 月曜日 　　 （ ）


